












創価大学経営学部助教授となり、1994 年教授、1996 年大学院前期課程担当、2003 年大学院後期
課程担当となられました。33 年の長きにわたり、創価大学・創価女子大短期大学、そして本学
部及び大学院の発展に大きく貢献されてこられました。
　佐久間先生は、専門のコーポレート・ガバナンス論で顕著な研究業績を蓄積され、研究分野で
大きく貢献されました。特に、コーポレート・ガバナンスの国際比較については、編著書を６冊
出版され、その他の学術書の編著書は、改訂版を含めると 100 冊以上にのぼるとのことです。ま
た、経営学関連の主要な学会の役員を歴任されました。なかでも日本経営学会の常任理事を３期
９年務められ、財政改革を含め、各種会議の企画運営など学会の大きな発展につなげられました。
国際的にも、世界 20 カ国の経営学会で組織される「経営学会国際連合（IFSAM）」の創設に携
わり、2014 年の東京大会では、組織委員会副委員長を務められました。そのほか、中国、韓国、
モンゴルの経営学会でも学会報告など、日本の経営学を発信することに努められてこられました。
　佐久間先生には、学生の教育に対して多大な貢献をしていただきました。多くの優秀な学部ゼ
ミ卒業生を育成され、大学院でも多くの修士号、博士号取得者を輩出されました。佐久間ゼミの
人気は高く、学問内容はもちろんのこと、学生からその他の理由も良く聞いておりました。一つ
はゼミの就職における高い成果です。ゼミ生は就職活動に際してよく準備をされ、優良企業への
内定で実績を積まれました。佐久間先生は、以前、優秀な学生が就職で苦しんでいる姿や、就職
先の選択を間違った卒業生がどんどん元気がなくなっていく姿を見る中で、ゼミでの就職指導の
重要性を強く感じ、就職指導の強化に取り組まれたと伺いました。
　また、卒論の指導の徹底にも力を尽くされました。佐久間先生は、指導の徹底の基礎に、学生
との人間同士の信頼関係を大事にしてきたと強調されます。卒業生が研究室を訪れると、どんな
に忙しい時でもその卒業生の話に耳を傾けられると伺いました。「学生のために」行動される佐
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久間先生の教育姿勢は、私どもの模範とし鑑としなければならないと実感しております。
　私の赴任時に同じ研究室を使わせていただいた折り、佐久間先生は学部長補佐を務めておられ、
教育改革に精力的に貢献されている姿を直近で学ばせていただきました。まだまだ私たちと共に
新たな学部建設に携わっていただきたいという思いはぬぐえませんが、誠に残念ながら、本学の
定年規定により退任されました。ここに、佐久間先生の本学への多年にわたるご貢献に対して、
深い敬意と感謝の念をもって「佐久間信夫教授退任記念論文集」を刊行する次第です。
　これからも、佐久間先生は、ますます著書の出版に力を入れられるそうです。また、外国の大
学でも教鞭をとられる予定だともお聞きしました。いついつまでもご健康でご活躍されることを
願ってやみません。ぜひ今後とも引き続き私たち後輩にもご指導のほど、よろしくお願い申し上
げる次第です。
